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１．物質に関する基本的事項 

（1）分子式・分子量・構造式 

物質名： 3 価クロム化合物 

化管法政令番号*：1-87（クロム及び 3 価クロム化合物） 

*注：化管法対象物質の見直し後の政令番号（平成 21 年 10 月 1 日施行） 

 

主な 3 価クロム化合物は以下の通りである。 

No 物質名 CAS 番号 
化審法官報 

公示整理番号 
RTECS 番号 分子量 化学式 

1) 酢酸クロム 1066-30-4 

2-693(酢酸塩

（Pb,Cd,Hg,Mn,Fe,R

h,Sr,Sn,Sb,Pd,Cr,Co,

Ni,Ba,Rb,Ag,Zn,Cu）) 

AG2975000 229.13 Cr(CH3COO)3 

2) 水酸化クロム 1308-14-1 1-274(水酸化クロム) GB2670000 103.02 Cr(OH)3 

3) 酸化クロム 1308-38-9 1-284(酸化クロム) GB6475000 151.99 Cr2O3 

4) 三塩化クロム 10025-73-7 1-208(塩化クロム) GB5425000 158.36 CrCl3 

5) 硫酸クロム 10101-53-8 1-287(硫酸クロム) GB7200000 392.18 Cr2(SO4)3 

6) 
塩基性硫酸 

クロム 
12336-95-7  GB6240000 165.07 Cr(OH)SO4 

7) 
硫酸クロム 

カリウム 
10141-00-1  GB6845000 255.20 CrK(SO4)2 

8) 硝酸クロム 13548-38-4 1-281(硝酸クロム) GB6280000 238.01 Cr(NO3)3 

 

（2）物理化学的性状 

主な 3 価クロム化合物の性状は以下の通りである。 

No 化学式 性 状 

1) Cr(CH3COO)3 6 水和物は青紫色針状晶で1)、水溶液は緑黄色である2)。 

2) Cr(OH)3 

通常 Cr(OH)3の組成は得られず、酸化クロム(III)水化物 Cr2O3･nH2O が

普通であり、これを水酸化クロムと呼んでいる2)。 

緑色ゼラチン状の沈殿である3)。 

3) Cr2O3 常温で暗緑色の結晶である4)。 

4) CrCl3 赤紫色六方晶系鱗片状結晶である1)。 

5) Cr2(SO4)3 
紫色または赤色の粉末(無水物)

 3)、暗色緑色の無定型鱗片状 (15 水和物)
 

3)、紫色の立方晶(18 水和物)
 3)

 

6) Cr(OH)SO4 緑色の粉末である5)。 

7) CrK(SO4)2 

等軸晶系の八面体晶であり、結晶が大きいと紫色ないし黒色で、薄片

ではルビー赤色である(12 水和物)
 2)。紫色(6 水和物)

 2)。緑色(3 水和物)
 2)。

緑色(1 水和物)
 2)。 

8) Cr(NO3)3 
紫色の結晶である4)。紫色の単斜晶系柱状晶(7.5 水和物)

 2)。紫色の斜方

晶系柱状晶(9 水和物)
 2)。赤紫色結晶(12.5 水和物)

 2)
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No 化学式 融 点 沸 点 密 度 

1) Cr(CH3COO)3   
 

2) Cr(OH)3 
220℃で CrO(OH)と

なる1)
 

  

3) Cr2O3 
2330℃6)、2435℃1)、3)、

1990℃2)
 

4000℃1)、3)、6) 

約 3000℃2)
 

5.21 g/cm
3
(20℃)

 1)、 

5.22 g/cm
3 6)

 

5.21 g/cm
3 1)

 

4) CrCl3 
1152℃1)、6) 

1150℃2)
 

1300℃以上で分解6) 

900℃(昇華1)
 )

 

1200～1500℃(分解)
 2)

  

2.87 g/cm
3 1)、6)

 

5) Cr2(SO4)3 

18 水和物は 35℃で

17 水和物を経て 9 水

和物、100℃で 6 水和

物を経て 3 水和物と

なり、さらに高温で

は徐々に脱水して 

無水物となる2)。 

 
3.012 g/cm

3
 (無水物)

 6)、

1.7 g/cm
3
 (18 水和物)

 1)、6)
 

6) Cr(OH)SO4    

7) 
CrK(SO4)2･
12H2O 

89℃(12 水和物)
2),3) 

 
300℃(無水塩となり 

分解)
 2)

  
1.813

3)
 

8) Cr(NO3)3 

60℃3)、100℃(7.5 水

和物)
 2)、66.5℃(9 水

和物)
 2)、104～105℃

(12.5 水和物)
 2)

 

100℃(分解)
 3)

   

 

No 化学式 蒸気圧 log Kow 解離定数 

1) Cr(CH3COO)3    

2) Cr(OH)3    

3) Cr2O3    

4) CrCl3    

5) Cr2(SO4)3    

6) Cr(OH)SO4    

7) 
CrK(SO4)2･
12H2O 

   

8) Cr(NO3)3    

 

No 化学式 水溶性(水溶解度) 

1) Cr(CH3COO)3 水に可溶(6 水和物)
1), 2)

 

2) Cr(OH)3 水に不溶 
3)

 

3) Cr2O3 水に不溶 
1), 2), 3)

 

4) CrCl3 水に不溶 
1), 2), 3)

 

5) Cr2(SO4)3 
水に不溶(無水物) 

2), 3)、水に可溶 (15 水和物) 
3)、水に可溶 (18 水和物) 

3)、

1.2×10
6
mg/L(20℃、18 水和物)

 6)
 

6) Cr(OH)SO4 7×10
5
mg/L(30℃)

 5)
 

7) CrK(SO4)2 水に可溶(12 水和物)。2.439×10
5
 mg/L(25℃、12 水和物)

 5)
 

8) Cr(NO3)3 水に可溶3)、水に易溶(9 水和物)、4.4×10
5
mg/L(25℃)

 6)
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（3）環境運命に関する基礎的事項 

本項は、ATSDR(2008)
7)を中心にとりまとめた。 

①大 気 

大気中のクロムは主に微粒子中に存在し、天然ではガス状はまれである。 

大気中の 6 価クロムは、バナジウム（V
2+、V

3+、VO
2+）、Fe

2+、HSO
3-、As

3+により直ちに 3

価クロムへ還元される。大気中における 6 価クロムの 3 価クロムへの還元半減期は、16 時間

から約 5 日間と推定されている。 

 

②水 域 

クロム化合物の水域からの揮発は起こらないため、海水のしぶきを除き、大気への輸送は

起こらない。水域へ排出されたクロムの多くは、底質に沈殿する。 

有機物、硫化水素、硫黄、硫化鉄、アンモニウム、硝酸塩などの還元剤がある場合には、6

価クロムの 3 価クロムへの還元が、水環境中において起こる。天然水中の溶存酸素は、3 価

クロムを 6 価クロムへ酸化しない。 

地下水中におけるクロムの化学種は、帯水層中の酸化還元電位および pH に依存する。6 価

クロムは、高い酸化条件下で優位となり、還元条件下では 3 価クロムが優位となる。浅く酸

素が豊富な帯水層では酸化状態となり、深く嫌気的な地下水では還元状態となる。 

天然地下水（一般的な pH は 6～8）では、6 価クロム（CrO4
-2）が主な化学種となり、3 価

クロムでは Cr(OH)2
+1 が主な化学種となる。この化学種やこの他の 3 価クロムは、より酸性の

pH で主な化学種となり、アルカリ水では Cr(OH)3、Cr(OH)4
-1が主な化学種となる。 

 

③陸 域 

土壌中のクロムは、主に 3 価状態で存在し、水溶性は低く移動性は低い。酸化条件下では、

CrO4
-2、HCrO4

-の 6 価で存在する可能性があり、この形態では比較的溶解し、移動性がある。

土壌中では、移動性がある 6 価クロムと 3 価クロムの錯体がわずかに存在する。 

土壌の表面からの流出水により、溶解性クロムとバルク体のクロムが表層水へ移動する。

土壌中の 6 価クロムと 3 価クロムの錯体は、地下水へ移動する可能性がある。 

植物の根から地上部へのクロムの移動性は低い。 

 

（4）製造輸入量及び用途 

① 生産量・輸入量等 

クロム及び 3 価クロム化合物の化学物質排出把握管理促進法（化管法）における製造・輸

入量区分は、100t 以上とされている8)。 

酸化クロム（Cr2O3）の平成 18 年度及び平成 19 年度の生産量は、それぞれ 3,399t、2,796t

とされている9)。 
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② 輸入量 

クロムの酸化物及び水酸化物（三酸化クロムを除く）、クロムの硫酸塩、クロム及びその

製品（くずを含む）の輸入量の合計値の推移を表 1.1 に示す12)。 

 

表 1.1 輸入量の推移 

平成(年) 11 12 13 14 15 

輸入量(t)
a)
 1,936  1,956  2,373  2,210  3,046  

平成(年) 16 17 18 19 20 

輸入量(t)
a)
 3,133  3,334  3,176  2,605  4,053  

a) 普通貿易統計(尐額貨物(1 品目が 20 万円以下)、見本品等を除く)品別国別表より集計 

 

③ 輸出量 

クロムの酸化物及び水酸化物（三酸化クロムを除く）、クロム及びその製品（くずを含む）

の輸入量の合計値の推移を表 1.2 に示す12)。 

 

表 1.2 輸出量の推移 

平成(年) 11 12 13 14 15 

輸入量(t)
a)
 2,375  1,916  1,606  1,617  1,672  

平成(年) 16 17 18 19 20 

輸入量(t)
a)
 1,945  1,435  598  477  803  

a) 普通貿易統計(尐額貨物(1 品目が 20 万円以下)、見本品等を除く)品別国別表より集計 

 

④ 用 途 

主な 3 価クロム化合物は、酸化クロム（Ⅲ）および硝酸クロム（Ⅲ）である10)。 

酸化クロム（Ⅲ）の主な用途は、セメント、ゴム、屋根材、陶磁器などの耐熱性や耐久性

が求められる場合の緑色顔料である10)。 

硝酸クロム（Ⅲ）の主な用途は、染色用薬品、メッキ処理剤である10)。 

このほか、3 価クロム化合物の主な用途は、三塩化クロム（Ⅲ）では、染色助剤11)、触媒11)、

硫酸クロム（Ⅲ）では、染料中間体11)、皮革加工11)、めっき11)、塩基性硫酸クロムでは、皮な

めし剤11)とされている。 

 

（5）環境施策上の位置付け 

クロム及び 3 価クロム化合物は化学物質排出把握管理促進法第一種指定化学物質（政令番

号:87）に指定されている。 

排水基準がクロム含有量として設定されている。 

3 価クロムは水環境保全に向けた取組のための要調査項目に、クロム及びその化合物は有害

大気汚染物質に該当する可能性がある物質に選定されている。 
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２．ばく露評価 

環境リスクの初期評価のため、わが国の一般的な国民の健康や水生生物の生存・生育を確保

する観点から、実測データをもとに基本的には化学物質の環境からのばく露を中心に評価する

こととし、データの信頼性を確認した上で安全側に立った評価の観点から原則として最大濃度

により評価を行っている。 

（1）環境中への排出量 

クロム及び 3 価クロム化合物は化管法の第一種指定化学物質である。同法に基づき公表され

た、平成 19 年度の届出排出量1)、届出外排出量対象業種・非対象業種・家庭・移動体2),3)から集

計した排出量等を表 2.1 に示す。なお、届出外排出量非対象業種・家庭・移動体の推計はなされ

ていなかった。 

 

表 2.1 化管法に基づく排出量及び移動量（PRTR データ）の集計結果（平成 19 年度） 

（クロム及び 3価クロム化合物） 

大気 公共用水域 土壌 埋立 下水道 廃棄物移動 対象業種 非対象業種 家庭 移動体

全排出・移動量 6,388 35,414 256 43,819 12,351 12,314,957 33,684 - - - 85,877 33,684 119,561

クロム及び三価クロム化合物

業種等別排出量(割合) 6,388 35,414 256 43,819 12,351 12,314,957 33,683 0 0 0

166 210 0 34,300 615 237,138 届出 届出外

(2.6%) (0.6%) (78.3%) (5.0%) (1.9%) 72% 28%

0 24,704 0 0 0 1 8,608

(69.8%) (0.000009%) (25.6%)

3,150 6,609 0 9,517 147 9,569,420 104

(49.3%) (18.7%) (21.7%) (1.2%) (77.7%) (0.3%)

344 1,442 0.7 0 670 524,131 8,147

(5.4%) (4.1%) (0.3%) (5.4%) (4.3%) (24.2%)

0 48 0 0 6,643 2,128 4,435

(0.1%) (53.8%) (0.02%) (13.2%)

773 244 0.5 0 1 1,062,902 3,034

(12.1%) (0.7%) (0.2%) (0.010%) (8.6%) (9.0%)

1,286 360 7 0 36 292,738 1,527

(20.1%) (1.0%) (2.7%) (0.3%) (2.4%) (4.5%)

0 3 0 0 0.2 372 2,209

(0.007%) (0.002%) (0.003%) (6.6%)

54 14 0.7 0 0.4 91,753 2,035

(0.9%) (0.04%) (0.3%) (0.003%) (0.7%) (6.0%)

0.2 252 0 0 56 29,598 1,209

(0.003%) (0.7%) (0.5%) (0.2%) (3.6%)

1 16 0 0 4 67,585 1,047

(0.02%) (0.05%) (0.04%) (0.5%) (3.1%)

0 819 0.9 2 0.3 2,575

(2.3%) (0.4%) (0.004%) (0.002%) (0.02%)

452 328 0 0 26 364,303 32

(7.1%) (0.9%) (0.2%) (3.0%) (0.10%)

0 0 0 0 1 1,857 290

(0.008%) (0.02%) (0.9%)

16 271 0 0.2 5 530

(0.3%) (0.8%) (0.0005%) (0.04%) (0.004%)

0 0 246 0 0 3,800

(96.2%) (0.03%)

102 0 0 0 0 4,295

(1.6%) (0.03%)

0 93 0 0 4,136 20,707

(0.3%) (33.5%) (0.2%)

30 0 0 0 0 590

(0.5%) (0.005%)

12 0 0 0 0 11,623

(0.2%) (0.09%)

11

(0.03%)

8

(0.02%)

1 0 0 0 0 0

(0.02%)
自動車整備業

鉄道車両・同部分品
製造業

医療用機械器具
・医療用品製造業

自然科学研究所

高等教育機関

その他の製造業

窯業・土石製品
製造業

プラスチック製品
製造業

電気機械器具製造業

一般廃棄物処理業
（ごみ処分業に限る。）

なめし革・同製品
・毛皮製造業

化学工業

精密機械器具製造業

船舶製造・修理業、
舶用機関製造業

産業廃棄物処分業

原油・天然ガス鉱業

繊維工業

一般機械器具製造業

移動量　　(kg/年)排出量　　(kg/年)

非鉄金属製造業

下水道業

鉄鋼業

総排出量の構成比(%)

輸送用機械器具
製造業

届出外　　(国による推計) 総排出量　　(kg/年)

届出
排出量

届出外
排出量

合計
排出量　　(kg/年)

届出

金属製品製造業
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大気 公共用水域 土壌 埋立 下水道 廃棄物移動 対象業種 非対象業種 家庭 移動体

全排出・移動量 6,388 35,414 256 43,819 12,351 12,314,957 33,684 - - - 85,877 33,684 119,561

業種等別排出量(割合)

0.1 0.6 0 0 10 10,723 届出 届出外

(0.002%) (0.002%) (0.08%) (0.09%) 72% 28%

0.6 0 0 0 0 1,201

(0.009%) (0.010%)

0 0.5 0 0 0 12,000

(0.001%) (0.10%)

0 0.2 0 0 0 4

(0.0006%) (0.00003%)

0 0.1 0 0 0 0

(0.0003%)

0 0 0 0 0 2,300

(0.02%)

0 0 0 0 0 330

(0.003%)

0 0 0 0 0 240

(0.002%)

0 0 0 0 0 98

(0.0008%)

0 0 0 0 0 15

(0.0001%)

0 0 0 0 0 0.2

(0.000002%)

987

(2.9%)

総排出量の構成比(%)

総排出量　　(kg/年)

届出
排出量

届出外
排出量

合計

届出 届出外　　(国による推計)

排出量　　(kg/年) 移動量　　(kg/年) 排出量　　(kg/年)

ゴム製品製造業

特別管理産業廃棄物
処分業

出版・印刷・同関連
産業

低含有率物質

パルプ・紙・紙加工品
製造業

家具・装備品製造業

鉄道業

電気業

ガス業

商品検査業

計量証明業

衣服・その他の
繊維製品製造業

 

 

クロム及び 3 価クロム化合物の平成 19 年度における環境中への総排出量は、約 120t となり、

そのうち届出排出量は 86t で全体の 72％であった。届出排出量のうち 44t が埋立へ、35t が公共

用水域へ、6.4t が大気へ排出されるとしており、埋立への排出量が多い。この他に下水道への

移動量が約 12t、廃棄物への移動量が約 12,000t であった。届出排出量の排出源は、埋立への排

出が多い業種は非鉄金属製造業（78％）、鉄鋼業（22％）であり、公共用水域への排出が多い

業種は下水道業（70％）、鉄鋼業（19％）であった。しかし、下水道業の排出量は定量下限値

をもとに排出量を算出している場合があるため、過剰評価している場合があることに留意する

必要がある。また、大気への排出が多い業種は鉄鋼業（49％）、輸送用機械器具製造業（20％）、

一般機械器具製造業（12％）であった。 

届出外排出量（対象業種）のうち、0.99t（全クロム）は石炭火力発電所にて石炭（低含有率

物質）の燃焼に伴う排出として推計されている3)。 

表 2.1 に示したように PRTR データでは、届出排出量は媒体別に報告されているが、届出外

排出量の推定は媒体別には行われていないため、届出外排出量対象業種の媒体別配分は届出排

出量の割合をもとに、届出外排出量非対象業種・家庭の媒体別配分は「平成 19 年度 PRTR 届出

外排出量の推計方法等の詳細」3)をもとに行った。届出排出量と届出外排出量を媒体別に合計し

たものを表 2.2 に示す。 

 

表 2.2 環境中への推定排出量 

媒  体 推定排出量(kg) 

大  気 

水  域 

土  壌 

10,047 

55,698 

1,390  
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（2）媒体別分配割合の予測 

環境中における 3 価クロム化合物の化学形態は明らかでないため、媒体別分配割合の予測を

行うことは適切ではない。したがって、3 価クロム化合物の媒体別分配割合の予測は行わなかっ

た。 

 

（3）各媒体中の存在量の概要 

3 価クロムの環境中等の濃度について情報の整理を行ったほか、クロムの環境中等の濃度につ

いても情報を整理した。媒体ごとにデータの信頼性が確認された調査例のうち、より広範囲の

地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.3（3 価クロム）、表 2.4（クロム）に示す。 

 

表 2.3 各媒体中の存在状況（3価クロム） 

媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文 献 
平均値 平均値 下限値 

             

公共用水域・淡水   µg/L <1 <1 <1 13 1 10/47 全国 2001 4) 

             

公共用水域・海水   µg/L <10 <10 <10 <10 10 0/3 三重県、 

広島県、 

愛媛県 

2001 4) 

             

 

表 2.4 各媒体中の存在状況（クロム） 

媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文 献 
平均値 平均値 下限値 

             

一般環境大気  µg/m
3
 - - (0.0002)

 d)
 0.063 -

c)
 305/317 全国 2008 5) 

  - 0.0067 0.00014 0.092 -
c)
 316/330 全国 2007 6) 

  0.0047 0.0068 0.0003 0.067 -
c)
 331/333 全国 2006 7) 

  0.0046 0.0069 (0.0002)
d)

 0.081 -
c)
 336/337 全国 2005 8) 

  0.0048 0.0078 0.00021 0.094 -
c)
 297/302 全国 2004 9) 

  0.0042 0.0072 0.00031 0.12 -
c)
 289/296 全国 2003 10) 

  0.0043 0.0071 0.00026 0.11 -
c)
 282/282 全国 2002 11) 

  0.0047 0.0072 0.00008 0.1 -
c)
 263/273 全国 2001 12) 

  0.0049 0.0074 0.00003 0.077 -
c)
 262/273 全国 2000 13) 

           

室内空気 µg/m
3
          

           

飲料水 µg/L          

           

地下水 µg/L - - - 12.2 0.1 - /204
a)
 東京都 2002 14) 

           

土壌 µg/g - 58
 b)

 1.4
 b)

 230
  b)

 - - /78 全国 - 15) 

           

公共用水域・淡水   µg/L <100 <100 <10 130 10～100 27/620 全国 2007 16) 

  <100 <100 <10 70 10～100 20/618 全国 2006 17) 

  <100 <100 <10 230 10～100 27/636 全国 2005 18) 

  <100 <100 <5 260 5～100 68/563 全国 2004 19) 

  <200 <200 <5 220 5～200 31/1616 全国 2003 20) 

  <200 <200 <5 80 5～200 14/1549 全国 2002 21) 

  <200 <200 <5 260 5～200 24/1394 全国 2001 22) 

  <200 <200 <10 100 10～200 15/1487 全国 2000 23) 

    <200 <200 <10 110 10～200 33/1423 全国 1999 24) 
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媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文 献 
平均値 平均値 下限値 

公共用水域・海水   µg/L <100 <100 <10 <100 10～100 0/130 全国 2007 16) 

  <100 <100 <10 30 10～100 2/135 全国 2006 17) 

  <100 <100 <10 50 10～100 2/125 全国 2005 18) 

  <100 <100 <100 <100 10～100 0/104 全国 2004 19) 

  
<100 <100 <10 40 10～100 3/237 全国 2003 20) 

  <200 <200 <10 170 10～200 3/237 全国 2002 21) 

  <200 <200 <10 20 10～200 1/249 全国 2001 22) 

  <200 <200 <10 1500 10～200 1/285 全国 2000 23) 

    <200 

 

<200 <10 <200 10～200 0/313 全国 1999 24) 

注： a) 204地点のうち、98%の地点で検出されていると報告されている 

b) 原著の値を転記。濃度データは各調査地点(78地点)の平均値による集計値ではなく、各サンプル(514検体)の

濃度データを集計したもの。調査地点は森林が最も多いが、農地も含まれている。 

c) 公表されていない 

d) 検出下限値未満の値 

 

（4）人に対するばく露量の推定（一日ばく露量の予測最大量） 

一般環境大気、公共用水域淡水、食物及び土壌の実測値を用いて、人に対するばく露の推定

を行った（表 2.6）。ここで公共用水域のデータを用いたのは、飲料水等の分析値が得られなか

ったためである。3 価クロムの情報が得られなかった一般環境大気、食物及び土壌では、クロム

の実測値を用い、ばく露の推定を行った。化学物質の人による一日ばく露量の算出に際しては、

人の一日の呼吸量、飲水量及び土壌をそれぞれ 15 m
3、2 L 及び 0.15 g と仮定し、体重を 50 kg

と仮定している。 

食物からの一日ばく露量は、マーケットバスケット方式による一日摂取量を体重 50kg で除し

て算出した。 

 

表 2.5 クロムの一日摂取量調査結果（マーケットバスケット方式）と一日ばく露量 

一日摂取量 [µg/man/day] 一日ばく露量 [µg/kg/day] 調査地域 測定年度 文 献 

39.22 0.78 千葉県 2006 25) 

77.0
 a)

 1.5 全国(千葉県を除く) 2004～2006 25) 

37.4
 b)

 0.74 全国(千葉県を除く) 2004～2006 25) 

7.9
 c)

 0.16 全国(千葉県を除く) 2004～2006 25) 

48 0.96 大阪市 2005 26) 

12.11 0.24 千葉県 2005 25) 

36 0.72 大阪市 2004 26) 

63.45 1.3 千葉県 2004 25) 

33 0.66 大阪市 2003 26) 

注：a) 2004～2006 年度に実施された調査結果の最大値を転記 

b) 2004～2006 年度に実施された調査結果の平均値を転記 

c) 2004～2006 年度に実施された調査結果の最小値を転記 

 

表 2.6 各媒体中の濃度と一日ばく露量 

 媒  体 濃  度 一 日 ば く 露 量 

  大 気   

  一般環境大気 0.0047 µg/m3 (2006) 0.0014 µg/kg/day 

  室内空気 データは得られなかった データは得られなかった 

平     

  水 質   

  飲料水 データは得られなかった データは得られなかった 
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 媒  体 濃  度 一 日 ば く 露 量 

  地下水 データは得られなかった データは得られなかった 

均 公共用水域・淡水 1 µg/L 未満程度 (2001) 0.04 µg/kg/day 未満程度 

      

  食 物 濃度データは報告されていない 0.74 µg/kg/day 程度（算術平均値） 

   

土 壌 

 

 

58 µg/g 程度（算術平均値） 

 

0.17 µg/kg/day 程度（算術平均値） 

  大 気   

  一般環境大気 0.092 µg/m3 (2007) 0.028 µg/kg/day 

 室内空気 データは得られなかった データは得られなかった 

最      

 水 質   

大 飲料水 データは得られなかった データは得られなかった 

 地下水 データは得られなかった データは得られなかった 

値  公共用水域・淡水 13 µg/L 程度 (2001) 0.52 µg/kg/day 程度 

      

  食 物 濃度データは報告されていない 1.5 µg/kg/day 程度 

   

土 壌 

 

230 µg/g 程度 

 

0.69 µg/kg/day 程度 

      

 

人の一日ばく露量の集計結果を表 2.7 に示す。 

吸入ばく露の予測最大ばく露濃度は、一般環境大気のデータから 0.092 µg/m
3となった。 

経口ばく露の予測最大ばく露量は、公共用水域淡水、食物及び土壌のデータから算定すると

2.7 µg/kg/day 程度であった。 

 

表 2.7 人の一日ばく露量 

媒 体 平均ばく露量（μg/kg/day） 予測最大ばく露量（μg/kg/day） 

大 気 

  

 一般環境大気 0.0014 0.028 

 室内空気   

   飲料水   

水 質  地下水   

   公共用水域・淡水 0.04 0.52 

 食 物   0.74 1.5 

 土 壌   0.17 (算術平均値) 0.69 

 経口ばく露量合計 0.91+0.04 2.71 

 総ばく露量 0.9114+0.04 2.738 

 注：アンダーラインを付した値は、ばく露量が「検出下限値未満」とされたものであることを示す 

 

（5）水生生物に対するばく露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC） 

本物質の水生生物に対するばく露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.8 のように整理した。

水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡水

域では 13 µg/L 程度、海水域では概ね 10 µg/L 未満となった。 
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表 2.8 公共用水域濃度 

水 域 平   均 最 大 値 

淡 水 

 

海 水 

1 µg/L 未満程度 (2001) 

 

概ね 10 µg/L 未満 (2001) 

13 µg/L 程度(2001) 

 

概ね 10 µg/L 未満 (2001) 

注：淡水は､河川河口域を含む 
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３．健康リスクの初期評価 

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響についてのリスク評価を行った。 

なお、三価クロム化合物の化学形態や水溶性、不溶性等で分けた評価はせず、クロムとして

評価した。 

（1）体内動態、代謝 

ラットに 51
Cr でラベルした三塩化クロム 0.3 mg/kg を強制経口投与した結果、体内の放射活性

は 2 日後に投与量の 1％未満、30 日後には約 0.3％となり、6 日後以降の体内放射活性から求め

た半減期は 92 日であった。また、糞中への排泄が投与量の約 99％を占め、尿中への排泄は約

0.8％とごくわずかであった。吸収された三価クロムは血漿中のトランスフェリンと結合して全

身に運ばれたが、著明な蓄積は肝臓のみでみられた 1) 。この他にも、三塩化クロムを経口投与

した場合の低い吸収率はラット 2, 3) やマウス 4) 、ハムスター5) で報告されており、吸収率は最大

でも 5％未満 2) であった。三価のクロムを添加又は欠乏させた餌で飼育したラットに三塩化ク

ロム（0.0015～0.1 mg/kg）を強制経口投与した結果、餌中のクロム濃度や用量による吸収率の

変化はなかったが 3) 、2日間絶食させたマウスに三塩化クロムを経口投与すると吸収率は約11％

に増加し 4) 、ラットでも空腹時に与えた方が吸収率は高くなった 6) 。 

ヒトでは、6人のボランティアに 51
Crでラベルした三塩化クロム 0.02 mgを経口投与した結果、

投与した放射活性の 99.6％が 6 日間の糞中に、0.5％が 24 時間の尿中に排泄され、2 人に同量を

十二指腸内に投与した場合には、糞中に 93.7％、尿中に 0.6％が排泄された 7) 。健康な成人男女

76 人に三塩化クロムの錠剤（クロムとして 0、0.2 mg/day）を各 3 ヶ月間経口投与した結果、尿

中へのクロムの排泄量は 0 mg/day の場合に 0.22 µg/day、0.2 mg/day では 0.99 µg/day であり、男

女間で有意な差はなかった。この結果から、食事からの平均的なクロム摂取量として報告のあ

った 0.06 mg/day を加味してクロムの吸収率を求めると、どちらの場合も 0.4％となったが 8) 、

男女 32 人を対象にした 7 日間の陰膳調査ではクロムの吸収率と食事からの摂取量との間には負

の関連があり、クロム摂取量が 10 µg/day では約 2％、40 µg/day を超えると 0.5％の吸収率であ

った 9) 。 

モルモットに 0.6 mg の三塩化クロムを気管内投与した結果、10 分後の肺には投与量の 69％

が残留し、4％が血液や腎臓に移行していたが、残りの 27％の一部は気管を逆流して嚥下された

と考えられた。24 時間で尿中に 6％が排泄されたが、肺には 45％が残留しており、30、60 日後

も 30、12％が肺に残留していた 10) 。また、モルモットに 51
Cr でラベルした三塩化クロムを気

管内投与した場合の肺からの吸収率は約 5％と推定されたが、7 日間で糞から 55％、尿から 7％

の放射活性が回収されたため、投与した三塩化クロムの大半が粘液線毛作用によって肺から除

去され、消化管に移行した結果と考えられた 2) 。ヒツジに 100 mg の酸化クロム又は硫酸クロム

を気管内投与した結果、肺胞クリアランスの半減期は 11 日、80 日であった。肺中の酸化クロム

及び硫酸クロムの粒径には 30 日後も変化はなく、酸化数にも変化はなかった 11) 。クロム鉄鋼

粒子を気管内投与したラットでは排泄の半減期は約 6 ヶ月であった 12) 。 

ラットに三塩化クロムのミスト 71 mg/m
3（97％が 5 µm 未満）を 10 分間吸入させた結果、血

液中クロム濃度のピークは吸入直後にみられ、48 時間でほぼ正常値まで低下した。また、73 mg

の静脈内投与では、血液中のクロム濃度は 72 時間後までにほぼ正常値まで低下し、半減期は約

2 時間であった 13) 。ラットに空気動力学的質量中央粒径（MMAD）が 1.5 µm の三塩化クロム



     2 3 価クロム化合物  

 12 

 

10.7 mg/m
3を 2 時間吸入させた結果、肺に沈着したクロムの消失は一相性で半減期は 164 日で

あった。血液中のクロム濃度はばく露終了時に最大であり、18 時間で約 1/2、1 週間で約 1/4 ま

で減尐した。体内のクロム濃度は腎臓で最も高く、次いで脾臓、心臓、肝臓、精巣の順であり、

腎臓では 18 時間後、脾臓では 168 時間後に肺よりも高濃度となった 14) 。また、ラットに酸化

クロム（粒子径 2.4 µm）50 mg/m
3を 5 時間吸入させた結果、肺内沈着量は吸入直後を 100％と

して、12 ヵ月後は 14％、24 ヵ月後は 11％であった 15) 。 

三価クロム化合物に吸入ばく露された労働者の尿や血液、毛髪からクロムが検出されてい

るが 16～18) 、その濃度は六価クロム化合物の吸入ばく露時に比べて低い。 

生体内の三価クロムは糖代謝と関連している。インスリンの作用を増強するクロモデュリン

と呼ばれる物質には 4 つの三価クロムイオンが結合しており、インスリンによって活性化され

るインスリン受容体のチロシンキナーゼ活性の増強と脂肪細胞の膜に存在するホスホチロシン

ホスファターゼの活性化を行うが、クロムが結合していないアポ型クロモデュリンには活性化

能力がないため、クロム欠乏下ではインスリン作用が低下し、耐糖能低下が生じると考えられ

る。糖尿病などインスリン機能に異常が生じている状況ではクロムの尿中排泄量が著しく増加

するため、クロム出納は大きく負に傾くが、耐糖能障害者や２型糖尿病患者に日常の摂取水準

をはるかに超える 200～1,000 µg のクロムを投与すると症状が改善したとする報告は多い 19) 。 

なお、六価クロムは体内で還元されて三価クロムとなるが 20, 21) 、三価クロムが体内で酸化さ

れて六価クロムになるという証拠はない 22) 。 

 

（2）一般毒性及び生殖・発生毒性 

① 急性毒性 

表 3.1 急性毒性 

      【三塩化クロム】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ラット 経口 LD50 440 mg/kg
 23)

 

ラット 経口 LD50 1,870 mg/kg
 24)

 

マウス 吸入 LC50 31.5 mg/m
3
 (2hr)

 23)
 

モルモット 経皮 LDLo 202 mg/kg
 23)

 

注：（ ）内の時間はばく露時間を示す。 

 

      【三塩化クロム六水和物】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ラット 経口 LD50 1,790 mg/kg
 23)

 

ラット 経口 TDLo 895 mg/kg
 23)

 

 

      【酢酸クロム一水和物】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ラット 経口 LD50 11,260 mg/kg 
25)

 

 

      【酸化クロム】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

不明 経口 LD50 621 mg/kg
 23)
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      【硝酸クロム】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ラット 経口 LD50 3,250 mg/kg
 23, 24)

 

マウス 経口 LD50 2,976 mg/kg
 23)

 

 

      【硝酸クロム九水和物】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ラット 経口 LD50 3,250 mg/kg
 23, 25)

 

ラット 経口 LD50 1,540 mg/kg (雄)
 26)

 

ラット 経口 LD50 1,410 mg/kg
 
(雌)

 26)
 

 

      【水酸化クロム】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ヒト 経口 TDLo 100 mg/kg
 23)

 

 

      【フッ化クロム】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

モルモット 経口 LDLo 150 mg/kg
 23, 24)

 

 

      【塩基性硫酸クロム】 

動物種 経路 致死量、中毒量等 

ヒト 経口 LDLo 960 mg/kg
 23)

 

ラット 経口 LD50 7,760 mg/kg
 23)

 

マウス 経口 LD50 2,900 mg/kg
 23)

 

 

革なめし溶液に含まれた塩基性硫酸クロム 48 g を摂取して死亡した女性では、下痢や腹痛、

低体温などがみられ、剖検では出血性びらん性の胃腸炎、重度の出血性膵臓炎、肺のうっ血

及び浮腫、腹膜炎、腹水、広範な点状出血がみられた 27) 。水酸化クロム 5 g を摂取した女性

の場合には嘔吐や腹部の圧痛、貧血がみられ、軽度の顆粒球減尐も一時的にあった 28) 。 

また、三価クロム化合物の粒子は眼や気道を刺激することがある 29～34) 。 

 

② 中・長期毒性  

ア）BD ラット雌雄各 5～14 匹を 1 群とし、0、2、5％の濃度で酸化クロムを 90 日間（5 日/

週）混餌投与した結果、一般状態や体重、血液及び臨床化学成分、主要臓器の組織に影響

はなかったが、肝臓及び脾臓の重量は 5％群の雌雄でやや軽かった。なお、各群の用量は 2％

群の雄で 830 mg/kg/day、雌で 800 mg/kg/day、5％群の雄で 2,000 mg/kg/day、雌で 1,780 

mg/kg/day であった 35) 。 

  また、雌雄各 60 匹を 1 群とし、0、1、2、5％の濃度で酸化クロムを 2 年間（5 日/週）混

餌投与した結果、一般状態や生存率、体重、主要臓器の組織に影響はなかった 35) 。酸化ク

ロム投与の延べ日数は 600 日間で、各群の投与総量は約 360 g/kg、720 g/kg、1,800 g/kg で

あったことから、用量は 430、860、2,140 mg/kg/day となる。 

  これらの結果から、NOAEL を 2,140 mg/kg/day（クロムとして 1,460 mg/kg/day）以上とす

る。 

イ）Sprague-Dawley ラット雄 8 匹を 1 群とし、0、0.0015、0.0076、0.015、0.03％の濃度で三
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塩化クロムを餌に添加して 20 週間投与した結果、各群の一般状態や体重、血液及び臨床化

学成分、主要臓器の重量、肝臓及び腎臓の組織に影響はなかった 36) 。この結果から、NOAEL

を 0.03％（約 46 mg/kg/day；クロムとして 15 mg/kg/day）以上とする。 

ウ）Sprague-Dawley ラット雄 12 匹、雌 9 匹を 1 群とし、0、0.0025％の濃度で三塩化クロムを

飲水に添加して 1 年間投与した結果、体重や血液、臨床化学成分、主要臓器の外観や組織

に影響はなかった 37) 。この結果から、NOAEL を 0.0025％（約 2.5 mg/kg/day；クロムとし

て 0.82 mg/kg/day）以上とする。 

エ）Long-Evans ラット雄 46 匹及び雌 50 匹 38)、Swiss マウス雌雄各 54 匹 39) を 1 群とし、0、

0.0022％の濃度で飲水に添加した酢酸クロムを生涯にわたって投与した結果、死因、体重、

主要臓器の組織に影響はなかった。なお、10％生存時の日齢は 0.0022％群の雄ラットで有

意に大きく、雄マウスで有意に小さかったが、生存率曲線の変化は対照群と類似したもの

であった 38, 39)。この結果から、ラット及びマウスで NOAEL を 0.0022％（クロムとしてラ

ットで約 0.4 mg/kg/day、マウスで約 0.5 mg/kg/day）以上とする。 

オ）Fischer 344 ラット雌雄各 15 匹を 1 群とし、クロムとして 0、3、10、30 mg/m
3の吸入ばく

露となるように、酸化クロム（MMAD 1.8～1.9µm）を 0、4.4、15、44 mg/m
3、塩基性硫酸

クロム（MMAD 4.2～4.5 µm）を 0、17、54、168 mg/m
3の濃度で 13 週間（6 時間/日、5 日/

週）吸入させた。その結果、酸化クロムではばく露に関連した死亡はなく、一般状態や体

重、血液、臨床化学成分、尿、気管支肺胞洗浄液（BAL）中のパラメータへの影響もなか

った。肺の絶対及び相対重量は 44 mg/m
3群の雄で有意に増加し、甲状腺及び副甲状腺の相

対重量は 15 mg/m
3以上の群の雌で有意に増加した。15 mg/m

3以上の群では雌雄数匹の肺で

着色したマクロファージが凝集した肺胞中隔で極く軽微から軽度の間質炎症がみられ、雄

の数匹では中隔細胞の過形成を伴う場合もあった。これらの顕微鏡的変化は通常、着色と

関連しており、44 mg/m
3群の雄でみられた肺重量の増加に対応していた。この他、リンパ

節のリンパ組織増生は全ばく露群にみられたが、鼻腔の病変はいずれの群にもなかった。

このため、NOAEL は設定できないが、4.4 mg/m
3は NOAEL に非常に近い値と著者は評価

した 40) 。 

  一方、塩基性硫酸クロムのばく露では、ばく露に関連した死亡はなかったが、168 mg/m
3

群の雌で散発的な努力性呼吸がみられ、54 mg/m
3以上の群の雄及び 168 mg/m

3群の雌で体

重増加の有意な抑制を認めた。雌では 54 mg/m
3 以上の群で血清コレステロールの有意な減

尐と 168 mg/m
3群で ALP 活性の有意な上昇がみられ、好中球数の増加を伴った白血球数の

増加は 54 mg/m
3以上の群の雌雄で有意差を示すこともあった。BAL 中の有核細胞数は 17 

mg/m
3以上の群の雌雄、分葉好中球及び単核球は 168 mg/m

3群の雄でそれぞれ有意に尐なか

った。肺の絶対及び相対重量は 17 mg/m
3以上の群の雌雄で有意に増加し、168 mg/m

3群の

雄で脳、腎臓の相対重量、雌雄で甲状腺及び副甲状腺の相対重量が有意に増加した。17 

mg/m
3以上の群の雌雄の肺にみられた肺胞の慢性炎症はび漫性であり、II 型肺胞上皮の増殖

や肺胞中隔への炎症細胞浸潤による肺胞壁の肥厚、及び投与物質とみられる異物と密に関

連したマクロファージと多核巨細胞浸潤による多巣性の肉芽様炎症が全ばく露群で認めら

れた。咽頭の粘膜固有層及び粘膜下組織にも緑色の異物があり、マクロファージ及び多核

巨細胞の浸潤を伴っていた。この他にも気管周囲のリンパ組織や縦隔リンパ節では組織球

増生やリンパ組織増生がみられ、鼻腔組織の急性炎症や化膿性浸出液も投与に関連した影
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響と考えられた 40) 。 

  これらの結果から、LOAEL をクロムとして 3 mg/m
3（酸化クロムで 4.4 mg/m

3、塩基性硫

酸クロムで 17 mg/m
3。クロムとしてばく露状況で補正して 0.5 mg/m

3 ）とする。 

カ）雄ウサギ 8 匹を 1 群とし、0、4.6、18 mg/m
3の硝酸クロム九水和物（MMAD 1 µm）を約

4 ヶ月間（6 時間/日、5 日/週）吸入させて肺への影響を調べた結果、肺の重量に有意差は

なかったが、右肺を洗浄した液中のマクロファージ数は 18 mg/m
3群で有意に多かった。主

要な所見は硝酸クロム粒子を貪食したマクロファージの増加とマクロファージの形態変化

（リソソームの拡大、層状サーファクタントの増加）であり、マクロファージの酸化的代

謝活性の上昇と食細胞活性の低下もあったが、組織の変化としては主に 18 mg/m
3群で肥大

したマクロファージが蓄積した一部の肺胞で軽度の間質炎症がみられただけであった 41) 。

なお、一部の肺胞にみられた軽度の組織変化を除くと、ほとんどの変化が異物に対する生

理反応であったと考えられる。 

 

③ 生殖・発生毒性 

ア）Sprague-Dawley ラット雄 8 匹を 1 群とし、0、0.0015、0.0076、0.015、0.03％の濃度で三

塩化クロムを 20 週間混餌投与した結果、体重や精巣の重量に影響はなかった。なお、0.03％

の餌中濃度は約 46 mg/kg/day（クロムとして 15 mg/kg/day）に相当した 36) 。 

イ）BD ラット雌雄各 9 匹を 1 群とし、0、2、5％の濃度で酸化クロムを 60 日間（5 日/週）混

餌投与した後に、30 日間投与を継続しながら繁殖試験を行った結果、受胎率や妊娠期間、

同腹仔数等に影響はなく、奇形の発生もなかった 35) 。この結果から、NOAEL を 5％（雄

2,000 mg/kg/day、雌 1,780 mg/kg/day）以上とする。 

ウ）Sprague-Dawley ラット雄 10～15 匹を 1 群とし、0、0.1％の濃度で三塩化クロムを添加し

た飲水を 12 週間投与した結果、死亡や一般状態の変化はなかったが、性行動試験では 0.1％

群の雄の背乗り回数は有意に尐なく、交尾間隔は有意に遅延し、射精した雄の割合も有意

に尐なく、攻撃行動試験では未処置の雄に対する 0.1％群の雄の攻撃行動は有意に尐なかっ

た。未処置の雌との繁殖試験では受胎率や着床数、生存胎仔数に影響はなかったが、吸収

胚及び死亡胎仔の総数は 0.1％群の雄と交尾した雌で多かった。なお、0.1％群の雄では体重

増加の有意な抑制がみられ、精巣の絶対重量、精嚢の絶対及び相対重量、包皮腺の絶対及

び相対重量はいずれも有意に減尐していた 42) 。この結果から、0.1％の飲水中濃度から求め

た用量が LOAEL に相当すると考えられたが、飲水量の報告等がないことから用量への換

算は見合わせた。なお、0.1％をクロムとして 24 mg/kg/day
43) あるいは 40 mg/kg/day

44) とし

た評価例があった。 

エ）Swiss マウス雄 9～10 匹、雌 12～14 匹を 1 群とし、0、0.2、0.5％の濃度で三塩化クロム

を添加した飲水を 12 週間投与した後に雄は 18～20 匹の未処置の雌と、雌は 4～5 匹の未処

置の雄と交尾させた結果、0.5％群の雄で受胎能の有意な低下を認めた。雌では 0.2％以上の

群で着床数、生存胎仔数の有意な減尐を認めた。また、雌雄各 9～12 匹を 1 群として同様

に 12 週間飲水投与した結果、雄の 0.2％以上の群で体重増加の有意な抑制を認め、0.2％以

上の群で精巣相対重量は有意に増加したが、包皮腺相対重量は有意に減尐し、精嚢相対重

量は 0.5％群で有意に減尐した。雌の体重には有意な影響はなかったが、0.5％群で卵巣相対
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重量が有意に増加し、子宮相対重量は有意に減尐した 45) 。なお、これらの影響には用量依

存性がなく、実際の飲水量や繁殖試験に用いたマウスの体重や生殖器重量については報告

がなかった。なお、0.2、0.5％をクロムとして 82～85、204～212 mg/kg/day 
43) あるいは 5、

13 mg/kg/day 
44) とした評価例があった。 

オ）Swiss マウス雌 25 匹を 1 群として 0、0.1％の濃度で三塩化クロムを添加した飲水を妊娠

12 日から授乳 20 日まで投与し、得られた仔（F1）を飼育した結果、0.1％群の F1雌雄では

50 日齢の検査時に体重増加の有意な抑制と生殖器（精巣、精嚢、包皮腺、卵巣、子宮）相

対重量の有意な減尐を認め、雌の腟開口日も有意に遅延した。また、60 日齢の F1雌雄を未

処置の雌雄とそれぞれ交尾させた結果、F1 雄の繁殖成績に影響はなく、F1 雌でも着床数や

生存胎仔数に影響はなかったが、妊娠率は有意に低く、吸収胚の増加もみられた 46) 。この

結果から、0.1％の飲水中濃度から求めた用量が LOAEL に相当すると考えられたが、飲水

量の報告等がないことから用量への換算は見合わせた。なお、0.1％をクロムとして 31～36 

mg/kg/day 
43) あるいは 74 mg/kg/day 

44) とした評価例があった。 

カ）Swiss マウス雄 7 匹を 1 群とし、0、0.01、0.02、0.04％の濃度で硫酸クロムを 7 週間（5

日/週）混餌投与した結果、体重や精巣、精巣上体の重量に影響はなかったが、0.01％以上

の群の精細管で精原細胞の有意な減尐とパキテン期細胞の有意な増加がみられ、精巣上体

の精子数は 0.01％以上の群で有意に減尐し、精子形態異常の発生率は 0.04％群で有意に増

加した 47) 。しかし、この報告では試験方法の記載が不十分であり、試験に用いたクロム化

合物の不確実性が指摘されている 48) 。 

キ）Fischer 344 ラット雌雄各 15 匹を 1 群とし、0、4.4、15、44 mg/m
3の酸化クロム（MMAD 

1.8～1.9µm）又は 0、17、54、168 mg/m
3の塩基性硫酸クロム（MMAD 4.2～4.5 µm）を 13

週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、いずれの場合も精巣又は卵巣の重量や組織に

影響はなく、精子の運動性や形態、濃度にも影響はなかった 40) 。この結果から、NOAEL

を酸化クロムで 44 mg/m
3（ばく露状況で補正：7.9 mg/m

3、クロムとして 2.7 mg/m
3）以上、

塩基性硫酸クロムで 168 mg/m
3（ばく露状況で補正：30 mg/m

3、クロムとして 9.5 mg/m
3）

以上とする。 

ク）Wistar ラット雄 8 匹を 1 群として 0、3、6、12 mg/kg/day の三塩化クロムを 5 日間腹腔内

投与し、7、60 日後に屠殺して精巣及び精巣上体への影響を調べた結果、3 mg/kg/day 以上

の群で体重増加の有意な抑制を認めたが、精巣及び精巣上体の重量や組織、精子数等に影

響はなかった 49) 。 

 

④ ヒトへの影響 

ア）クロム及びニッケルを用いた電気メッキの作業に従事するようになった 32 才の男性労働

者では、1 週間を過ぎた頃から透明な痰を伴った湿性咳嗽が現れ、数日後には喘鳴と呼吸困

難が生じるようになったが、発熱や悪寒、喀血、胸痛はなかった。1 週間の自宅療養によっ

て症状が改善したことから職場に復帰したところ、1 時間以内に喘鳴と呼吸困難が始まるよ

うになり、数日間再発を繰り返した後に来院した。このため、吸入チャレンジテストを実

施したところ、硫酸クロムでは急性喘息を、ニッケルでは二相性の喘息様反応を示し、こ

れらの免疫・血清学的検査では特異的 IgE 抗体を認めた 50) 。 
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イ）ドイツの工場で 1965～1971 年の間に酸化クロムの製造に従事していた労働者 54 人、1963

～1971 年の間に硫酸クロムの製造に従事していた労働者 74 人について、死因や転職、配置

転換等の理由を調べた結果、急性の呼吸器疾患に軽度の増加がみられた程度で、慢性の呼

吸器疾患につながるようなものではなかった。また、皮膚疾患の発生増加もなかった 51) 。 

  また、同工場で酸化クロム又は硫酸クロムの製造に従事していた労働者 106 人の健康調

査では、42 人が 10 年未満、64 人が 10 年以上の勤務であったが、肺機能検査や胸部 X 線検

査、血液や臨床化学成分、皮膚等の検査で異常はなかった。なお、調査時の職場の酸化ク

ロム濃度は 0.18～13.2 mg/m
3、硫酸クロム濃度は 0.85～2.7 mg/m

3の範囲にあった 52) 。 

ウ）酸化クロムを用いたフェロクロムの製造工場で、製造部門の労働者 124 人、事務部門の

29 人、製造部門の下請け労働者 46 人を対象としたイタリアの調査では、作業場の粉じん濃

度は 1.66～6.85 mg/m
3、総クロム濃度は 0.020～0.158 mg/m

3の範囲にあり、六価クロムは未

検出（< 0.001 mg/m
3）であった。これらの労働者について、ばく露指標としての尿中クロ

ム濃度と腎機能の指標としての尿中のアルブミン、レチノール結合タンパク質、尿細管上

皮抗原との関連を検討した結果、いずれも腎臓障害を示す結果は得られなかった。なお、

月曜の朝、夕方、金曜の夕方における尿中のクロム濃度は事務部門の労働者で 0.60、0.69、

0.58 µg/g クレアチニン、製造部門の労働者で 0.94、1.21、1.25µg/g クレアチニン、下請け労

働者で 0.77、0.96、1.05 µg/g クレアチニンであった 53) 。 

エ）フィンランドにあるクロム鉄鉱の鉱山と一体となったステンレス鋼製造工場の調査では、

三価クロムにばく露された鉱山労働者 36 人（平均年令 44.6 才）及び焼結設備の労働者 75

人（同 45.5 才）について、三価クロムがほとんど未検出であった冷間圧延設備労働者 95

人（同 40.7 才）を対照群として比較した。その結果、調査票では鉱山労働者群で粘液分泌

過多の訴えが有意に多く、焼結設備労働者群では粘液分泌過多、職場での咳や息切れ、早

足時の息切れ、体調不良の訴えが有意に多かったが、いずれもオッズ比に有意な増加はな

かった。肺機能試験では、鉱山労働者群の喫煙者で努力性肺活量及び 1 秒量、一酸化炭素

拡散能及びそのヘモグロビン補正値が有意に低く、焼結設備労働者群でも喫煙者で努力性

肺活量が有意に低かった。また、肺機能試験の結果がフィンランドの非喫煙成人男子の 5

パーセンタイル値を下回った割合は鉱山労働者群の努力性肺活量及び 1 秒量、一酸化炭素

拡散能及びその各種補正値で有意に多かったが、焼結設備労働者群ではいずれの検査項目

にも有意差はなかった。胸部 X 線検査ではいずれの群にも異常はなかった。なお、鉱山に

おける粉じんの平均濃度は 1 mg/m
3であり、クロム個人ばく露の中央値は 0.022 mg/m

3で、

六価クロムは未検出であり、焼結設備での粉じんの平均濃度は 2.4 mg/m
3 で粉じんの平均 5

～10％がクロムであった 54) 。 

  同工場で実施した 5 年後のフォローアップ調査（鉱山労働者 31 人、焼結設備労働者 68

人、対照群 81 人）では、焼結設備労働者群で粘液過多、息切れ、早足時の息切れが有意に

多かったが、5 年前の結果と比べて有意に増加した訴えは鼻炎のみであり、鉱山労働者群で

は有意に多かった訴えはなく、5 年前と比べて有意に増加した訴えもなかった。肺機能検査

では焼結設備労働者群の成績に有意差はなく、5 年前と比べても変化はなかったが、鉱山労

働者群では喫煙者の強制肺活量のみが有意に低かった。胸部 X 線検査ではいずれの群にも

異常はなかった。なお、焼結設備労働者群で有意に多かった訴えの原因としては刺激が考

えられ、鉱山労働者群の肺機能の低下については過去に高濃度の粉じんばく露があったた
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めと考えられた 55) 。 

  また、鉱山労働者 5 人と焼結設備労働者 14 人、対照群 39 人について鼻への影響を調べ

た結果、鼻ポリープや副鼻腔炎、鼻閉塞等の鼻疾患の有無に著明な差はなく、鼻の腫瘍や

慢性潰瘍、鼻中隔せん孔はなかった。焼結設備労働者群では鼻汁のリスク比が有意に高く、

鼻鏡検査では感染性変化や萎縮性変化の増加が粘膜にみられものの有意差のある変化では

なく、粘液線毛機能検査では有意な差はなかった。また、中鼻道から採取した細胞の分析

結果にも影響はなかった。鉱山労働者では鼻鏡検査による感染性変化のリスク比が有意に

高く、中鼻道から採取した細胞中でリンパ球が有意に多かった以外には有意な変化はなか

った 56) 。 

オ）クロム（三価）は生体内で糖代謝に関連する微量ミネラルであり、欠乏するとインスリ

ン作用が低下して耐糖能低下が生じると考えられている。クロムが添加されていない高カ

ロリー輸液を 3.5 年間投与された女性（40 才）では体重減尐や耐糖能低下、末梢神経の非

炎症性変性、両側性錯感覚、運動失調、呼吸商の低下がみられたことが報告されており、

その他の高カロリー輸液の投与に伴う同様の症例でも、糖代謝異常に関連した症状が出現

している。一方、クロムをサプリメントとして 600 µg/day 摂取していた人で慢性間質性腎

炎が観察されたとする報告があるが、同時に服用していた 3 種類の高血圧治療薬の影響が

考慮されておらず、1,000 µg/day までの摂取に伴う副作用（横紋筋融解、肝障害など）の報

告が散在するが、いずれも同時に服用していた医薬品やサプリメント類の影響を否定する

ことができないとされている。クロムのサプリメントに関する 41 の疫学研究を検討したメ

タ・アナリシスでは糖尿病の人への投与は血糖値の改善をもたらすが、非糖尿病の人への

投与は糖代謝にも脂質代謝にも何ら影響を与えないとされている。このメタ・アナリシス

中で最も高水準のクロム投与はピコリン酸クロムの形態で 1,000 µg/day であり、有害作用

については一切記載がなかったことから、尐なくともこの程度までの摂取では副作用を示

す明確な報告はないと結論できるが、三価クロムに関する情報は不十分なため、サプリメ

ントからクロムを大量に摂取することは控えるべきである 19) とされている。 

  我が国におけるクロムの食事摂取基準 19) としては、18 才以上の男性で推定平均必要量を

30～35 µg/day、推奨量を 35～40 µg/day、女性で推定平均必要量を 20～25 µg/day、推奨量を

25～30 µg/day の範囲内として年令階級別に設定されている。 

 

（3）発がん性 

① 主要な機関による発がんの可能性の分類 

国際的に主要な機関での評価に基づく本物質の発がんの可能性の分類については、表 3.2

に示すとおりである。 

表 3.2 主要な機関による発がんの可能性の分類 

機 関 (年) 分  類 

WHO IARC (1990) 3 ヒトに対する発がん性については分類できない。 

EU EU －  

 EPA (1998) D ヒト発がん物質として分類できない。 

USA ACGIH (1993) A4 ヒトに対する発がん性物質として分類できない。 

 NTP －  



     2 3 価クロム化合物  

 19 

 

機 関 (年) 分  類 

日本 日本産業衛生学会 －  

ドイツ DFG －  

 

② 発がん性の知見 

○ 遺伝子傷害性に関する知見 

クロムは遺伝子傷害性に関して最も広範に調査が行われた金属のひとつであり、De Flora

ら(1990)が 1990 年以前に公表された 32 種類のクロム化合物に関する約 700 の試験結果（in 

vitro 系）をレビューしたところ、六価クロム化合物では陽性の結果が全体の 89.5％を占め

ていた。しかし、三価クロム化合物では陽性の結果は全体の 32.1％と尐なく、しかもその

約 1/3 に当たる 9.1％は試験物質が六価クロムに汚染されたものの結果であり、陰性の結果

が 67.5％、不明が 0.5％であった。三価クロム化合物は単離した DNA 等と高い反応性を示

すが、細胞を用いた試験では大多数で遺伝子傷害性を誘発しておらず、遺伝子傷害性を認

めた幾つかの試験では六価クロム化合物の場合よりも 1,000 倍以上高濃度にする必要があ

った。in vivo 試験系についての報告数は尐なく、遺伝子傷害性を認めたものはなかった 57) 。 

また、IARC (1990)も 32 種類のクロム化合物に関する 600 を超える報告から、三価クロ

ムは全般的に単離した DNA 等を用いた試験系では陽性の結果であったが、細菌を用いた試

験系では多くは陰性であり、さらに哺乳類細胞を用いた大部分の試験系では主に陰性の結

果であったとしており、全体の 25％が陽性、75％が陰性であった。なお、陽性の試験結果

については、六価クロムによる汚染、非特異的な高用量での影響、長時間処置（エンドサ

イトーシスによる三価クロムの細胞膜透過）、界面活性剤又は高濃度のリン酸塩のばく露等

の特殊処置を含む幾つかの要因による可能性が指摘されている。in vivo 試験系については

動物実験で遺伝子傷害性を認めた報告はなく、皮なめし工場の労働者の調査でも末梢血リ

ンパ球で染色体異常の出現頻度に増加はなかった 58) 。 

1990 年以降に公表された結果については Eastmond ら(2008)がレビューしているが、陽性

と陰性の結果が類似の試験系で度々報告されるなど相反する情報が多く、培養細胞での結

果は試験に用いた三価クロム化合物の化学形態にかかわりなく様々であった。しかし、三

価クロムは DNA と反応して DNA 傷害を誘発する可能性を持つが、通常の状況下では生体

細胞への取り込みが制限されるため、生体系での遺伝子傷害が制限又は阻止されることを

in vitro 試験系のデータは示しており、利用可能な in vivo 試験系のデータから、多量に摂取

しない限りヒトや動物で遺伝子傷害が誘発される可能性は非常に低いことが示唆される 59) 

と結論している。 

 

○ 実験動物に関する発がん性の知見 

BD ラット雌雄 60 匹を 1 群とし、0、1、2、5％の濃度で酸化クロムを 2 年間混餌投与（5

日/週で延べ 600 日間投与）した結果、各群の用量は 0、430、860、2,140 mg/kg/day であり、

死亡時の平均日齢は 890、870、880、860 日であった。対照群では 2 匹に乳腺線維腺腫、1

匹に乳癌、2 匹に下垂体腺腫がみられたが、1％群では 3 匹、2％群では 1 匹に乳腺線維腺腫

がみられただけで、5％群でも 3 匹に乳腺線維腺腫、1 匹に下垂体腺腫がみられただけであ
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った 35) 。 

Long-Evans ラット雄 46 匹及び雌 50 匹 38)、Swiss マウス雌雄各 54 匹 39) を 1 群とし、0、

0.0022％の濃度で飲水に添加した酢酸クロムを生涯にわたって投与した結果、腫瘍の発生率

に有意な増加はなかった。 

Fischer 344 ラット雄 15 匹を 1 群とし、0、0.05％の濃度で飲料水に添加した N-エチル-N-

ヒドロキシエチルニトロソアミン（EHEN）を 2 週間投与してイニシエートした後に 0、

0.06％の濃度で三塩化クロムを 25 週間飲水投与して腎腫瘍の発生を検討した。その結果、

EHEN でイニシエートした場合には対照群及び 0.06％群の尿細管で前腫瘍性病変の異形成

巣が高率にみられ、その発生数は 0.06％群で有意に多く、対照群の 3/15 匹、0.06％群の 6/15

匹に腎細胞腫瘍の発生があったが、その発生率に有意差はなかった。一方、EHEN でイニ

シエートしなかった場合には対照群及び 0.06％群で腎臓への影響はなかった。なお、飲水

量から求めたクロムの用量はイニシエートした 0.06％群で 6.9 mg/kg/day、イニシエートし

なかった 0.06％群で 7.0 mg/kg/day であった 60) 。 

Fischer 344 ラット雌 30 匹を 1 群とし、50 mg/m
3 の酸化クロム（2.4 µm）を 5 時間吸入さ

せてから 2 年間飼育した結果、肺内沈着量は吸入直後を 100％として、12 ヵ月後は 14％、

24 ヵ月後は 11％であったが、肺腫瘍の発生はなかった 15) 。 

98 匹のラットに 3～5 mg の酸化クロムを気管内投与し、対照群 24 匹とともに 136 週間

飼育した結果、いずれの群にも肺腫瘍の発生はなかった 61) 。 

Porton-Wistar ラット雄 48 匹、雌 52 匹を 1 群とし、酸化クロム又はクロム鉄鉱、三塩化

クロム六水和物、塩基性硫酸クロムを 2 mg 気管内投与し、対照群（雄 72 匹、雌 78 匹）と

ともに 2 年間飼育した結果、各群の 6～10％の気管支で扁平上皮化生がみられたが、その発

生率は対照群と同程度であり、いずれの群にも肺腫瘍の発生はなかった 62) 。また、雌雄 101

匹のラットに高シリカクロム鉱石を気管内投与し、100 匹の対照群とともに 2 年間飼育した

結果、高シリカクロム鉱石群の気管支で扁平上皮化生や異形成の発生率に有意な増加はな

く、肺腫瘍の発生もなかった 63) 。 

 

○ ヒトに関する発がん性の知見 

カナダ・オンタリオ州の金鉱山労働者を対象とした調査では、1955 年から 32 年間の死亡

データが利用可能であり、これをもとに死因を分析すると胃癌による過剰死亡（標準化死

亡比 SMR 1.52、95％CI: 1.25～1.85）が認められた。労働者はヒ素やクロム、アルミニウム

の粉じんや鉱物繊維、ディーゼル排ガスにばく露されており、これらが原因と考えられた。

このうち、60 才未満の労働者ではクロムのばく露と胃癌との間に有意な関連がみられたが、

60 才以上の労働者についてみると有意な関連はなかった 64) 。 

ドイツの工場で 1965～1971 年の間に酸化クロムの製造に従事していた労働者 54 人、1963

～1971 年の間に硫酸クロムの製造に従事していた労働者 74 人について、死因や転職、配置

転換等の理由を調べた結果、三価のクロムには発がん性がなかった 51) 。 

アメリカ・オハイオ州のクロム酸塩製造工場で 1931 年から 1937 年の間に新しく 1 年以

上雇用された男性労働者 332 人を対象とした調査では、1993 年末までに 283 名が死亡して

おり、肺がんによる死亡者は 66 人（23％）であった。年令で調整した肺がんの死亡率は総
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クロム、不溶性クロム（三価）、可溶性クロム（六価）のいずれの累積ばく露が増加しても

増加したことから、肺がんリスクの増加は六価クロムによるものだけでなく、三価クロム

も関与しており、総クロムによるものと考えられた 65) 。しかし、この報告についてはばく

露評価（特に三価クロムの評価）66～69) やリスク評価（標準比較人口の取り扱い）67) が不適

切であったとした批判があり、六価クロムの影響であったと考えられている。 

アメリカ・メリーランド州のクロム酸塩製造工場で 1950 年から 1974 年の間に新規雇用

された 2,357 人の男性労働者を対象とした調査では、855 人が死亡しており、年令、人種、

暦年で調整した全米の死亡率をもとにした死因のオッズ比は白人労働者（1,205 人）で全死

亡、肺がん、精神神経障害及び人格障害、非白人労働者（848 人）で全がん、動脈硬化性心

臓疾患、肺がん、前立腺がん、自殺、人種不明の労働者（304 人）で精神神経障害及び人格

障害が有意に高く、肺がん（122 人）については 71 人（58％）が白人労働者、47 人（39％）

が非白人労働者、4 人（3％）が人種不明の労働者であった。六価クロムの累積ばく露と肺

がんとの間には強い量－反応関係があったが、刺激の臨床症状や三価クロムの累積ばく露、

作業年数と肺がんの間にはいずれも関連はなかった。また、六価クロムの累積ばく露に関

連のあった肺がんの過剰リスクは喫煙状況による交絡を受けなかった。このため、肺がん

リスクの増加は三価クロムではなく、六価クロムによるものと考えられた 70) 。 

 

（4）健康リスクの評価 

① 評価に用いる指標の設定 

非発がん影響については一般毒性及び生殖・発生毒性等に関する知見が得られているが、

発がん性については十分な知見が得られず、ヒトに対する発がん性の有無については判断で

きない。このため、閾値の存在を前提とする有害性について、非発がん影響に関する知見に

基づき無毒性量等を設定することとする。 

経口ばく露については、中・長期毒性のア）からエ）に記載したようにいずれの場合も最

大用量群でも影響がなかったことから、ア）のラットの試験から酸化クロムの NOAEL 2,140 

mg/kg/day（クロムとして 1,460 mg/kg/day）以上から、同値を無毒性量等の設定根拠に採用す

る。なお、生殖・発生毒性のウ～オ）に記載したように、低用量と思われる三塩化クロムを

飲水投与したラットやマウスで影響を認めたとしたのと同一グループによる報告があったが、

影響や用量などに不明な点があるために無毒性量等の設定根拠に採用しないが、不確実性を

考慮して上記 NOAEL を 10 で除して丸めた 210 mg/kg/day（クロムとして 150 mg/kg/day）を

無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、中・長期毒性オ）のラットの試験から、酸化クロム又は塩基性硫

酸クロムをばく露させて得られたクロムとしての LOAEL 3 mg/m
3（リンパ組織増生、肺胞の

慢性炎症やⅡ型肺胞上皮の増殖など）をばく露状況で補正して 0.5 mg/m
3とし、LOAEL であ

るために 10 で除し、さらに試験期間が短かったことから 10 で除した 0.005 mg/m
3が信頼性の

ある最も低濃度の知見と判断し、これを無毒性量等に設定する。 

 

② 健康リスクの初期評価結果 
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］ 

表 3.3 経口ばく露による健康リスク（MOE の算定） 

ばく露経路・媒体 平均ばく露量 予測最大ばく露量 無毒性量等 MOE 

経口 

飲料水 － － 

150 mg/kg/day ラット 

－ 

公共用水

域・淡水＋

食物＋土壌 

0.91 µg/kg/day 程度以上 

0.95µg/kg/day 未満程度 
2.7 µg/kg/day 程度 5,600 

注：ばく露量及び無毒性量等はクロムとしての値を示す。 
 

経口ばく露については、公共用水域・淡水と食物、土壌を摂取すると仮定した場合、平均

ばく露量は 0.91 µg/kg/day 程度以上 0.95 µg/kg/day 未満程度、予測最大ばく露量は 2.7 µg/kg/day

程度であった。予測最大ばく露量と無毒性量等 150 mg/kg/day から、動物実験結果より設定さ

れた知見であるために 10 で除して求めた MOE（Margin of Exposure）は 5,600 となる。 

従って、本物質の経口ばく露による健康リスクについては、現時点では作業は必要ないと

考えられる。 

 
 

表 3.4 吸入ばく露による健康リスク（MOE の算定） 

ばく露経路・媒体 平均ばく露濃度 予測最大ばく露濃度 無毒性量等 MOE 

吸入 
環境大気 0.0047 µg/m

3
 0.092 µg/m

3
 

0.005 mg/m
3 ラット 

5 

室内空気 － － － 

注：ばく露濃度及び無毒性量等はクロムとしての値を示す。 
 

吸入ばく露については、一般環境大気中の濃度についてみると、平均ばく露濃度は 0.0047 

µg/m
3、予測最大ばく露濃度は 0.092 µg/m

3であった。予測最大ばく露濃度と無毒性量等 0.005 

mg/m
3とから、動物実験結果より設定された知見であるために 10 で除して求めた MOE は 5

となる。 

従って、本物質の一般環境大気の吸入ばく露による健康リスクについては、詳細な評価を

行う候補と考えられる。 
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４．生態リスクの初期評価 

水生生物の生態リスクに関する初期評価を行った。 

（1）水生生物に対する毒性値の概要 

本物質の水生生物に対する毒性値に関する知見を収集し、生物群（藻類、甲殻類、魚類及び

その他）ごとに整理すると表 4.1 のとおりとなった。 

 

表 4.1 水生生物に対する毒性値の概要 

分 類 
急

性 

慢

性 

毒性値 

[μg Cr/L] 

硬 度 

[mg /L] 
生物名 生物分類 

エンドポイント 

／影響内容 

ばく露

期間[日] 

試

験

の

信

頼

性 

採

用

の

可

能

性 

文献No. 対象物質 

藻 類 ○  105 不 明 
Pseudokirchneriella 

subcapitata 
緑藻類 EC50  GRO 4 D C 1)-45207 

Cr(NO3)2 

･9H2O 

 ○  397 不 明 
Pseudokirchneriella 
subcapitata 

緑藻類 EC50  GRO 4 A A 1)-3690 
CrCl3 

･6H2O 

   566 不 明 
Pseudokirchneriella 
subcapitata 

緑藻類 EC50  GRO 14～21 B C 1)-11780 CrCl3 

 ○  2,000 不 明 Ditylum brightwellii 珪藻類 EC50  GRO 5 C C 1)-6405 
CrCl3 

･6H2O 

 ○  2,440 
海 水 

塩分24 
Isochrysis galbana 黄色鞭毛藻類 EC50  GRO 2 B B 1)-3353 

Cr(NO3)2 

･9H2O 

  ○ 3,200 不明 Chlorella vulgaris 緑藻類 NOEC  POP 
3～4 

ヶ月 
C C 1)-2849 CrCl3 

甲殻類  ○ 47*1 52 Daphnia magna オオミジンコ NOEC  REP 21 B B 1)-3621 
Cr(NO3)2 

･9H2O 

   330 45 Daphnia magna オオミジンコ EC16  REP 21 B C 1)-2022 
CrCl3 

･6H2O 

 ○  390 25 
Austropotamobius 
pallipes 

ザリガニ科 

（体重555mg） 
LC50  MOR 

4 

(22℃) 
B B 1)-15732 

CrCl3 

･6H2O 

  ○ 700 不 明 Daphnia magna オオミジンコ NOEC  REP 21 B B 1)-847 CrCl3 

 ○  1,200 不 明 Daphnia magna オオミジンコ EC50  IMM 2.7 C C 1)-2054 CrCl3 

 ○  3,200 50 Gammarus sp. ヨコエビ属 TLm  MOR 4 D C 1)-2020 
化合物 

不明 

 ○  3,400 不 明 
Austropotamobius 

pallipes pallipes 
ザリガニ科 LC50  MOR 4 C C 1)-5421 

CrCl3 

･6H2O 

 ○  6,600 不 明 Orconectes limosus 
アメリカザリガ

ニ科 
LC50  MOR 4 C C 1)-5421 

CrCl3 

･6H2O 

 ○  9,320 52 Daphnia magna オオミジンコ LC50  MOR 2 B B 1)-3621 
Cr(NO3)2 

･9H2O 

 ○  291,000 45-55 
Crangonyx 

pseudogracilis 

マミズヨコエビ

属 
LC50  MOR 4 B B 1)-11972 

CrCl3 

･6H2O 

 ○  442,000 45-55 Asellus aquaticus ミズムシ科 LC50  MOR 4 B B 1)-11972 
CrCl3 

･6H2O 

 ○  
0.08mM 

0.03ppm *2 
不 明 Daphnia magna オオミジンコ TLm  MOR 2 D C 1)-2465 Cr2(SO4)3 

魚 類  ○ 48 25 
Oncorhynchus 

mykiss 

ニジマス 

（受精卵） 
NOEC  MOR 72 A A 1)-10524 

Cr(NO3)2 

･9H2O 

  ○ 157 25 
Oncorhynchus 
mykiss 

ニジマス 

（発眼卵） 
NOEC  MOR 58 A A 1)-10524 

Cr(NO3)2 

･9H2O 
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分 類 
急

性 

慢

性 

毒性値 

[μg Cr/L] 

硬 度 

[mg /L] 
生物名 生物分類 

エンドポイント 

／影響内容 

ばく露

期間[日] 

試

験

の

信

頼

性 

採

用

の

可

能

性 

文献No. 対象物質 

 ○  900 海 水 Cynoglossus joyneri 
アカシタビラメ

（胚） 
TLm  MOR 3 D C 1)-3222 CrCl3 

 ○  3,330 20 Poecilia reticulata グッピー TLm  MOR 
4 

(止水式) 
B C 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  3,850 20 Poecilia reticulata グッピー TLm  MOR 
2 

(止水式) 
B B 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  4,100 20 Carassius auratus キンギョ TLm  MOR 
4 

(止水式) 
B C 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  4,400 25 
Oncorhynchus 
mykiss 

ニジマス LC50  MOR 4 A A 1)-10524 
Cr(NO3)2･

9H2O 

 ○  5,070 20 
Pimephales 

promelas 

ファットヘッド

ミノー 
TLm  MOR 

4 

(止水式) 
B C 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  5,220 20 
Pimephales 

promelas 

ファットヘッド

ミノー 
TLm  MOR 

2 

(止水式) 
B B 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  5,370 20 Carassius auratus キンギョ TLm  MOR 
2 

(止水式) 
B B 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  7,460 20 
Lepomis 
macrochirus 

ブルーギル TLm  MOR 
4 

(止水式) 
B C 1)-2033 

CrK(SO4)2

･12H2O 

 ○  11,200 40-44 
Oncorhynchus 
mykiss 

ニジマス LC50  MOR 
4 

(止水式) 
C C 1)-2283 

化合物 

不明 

 ○  13,900 55 Anguilla rostrata アメリカウナギ TLm  MOR 4 D C 1)-2002 Cr(NO3)2 

 ○  14,300 55 Cyprinus carpio コイ TLm  MOR 4 D C 1)-2002 Cr(NO3)2 

 ○  14,400 55 Roccus americanus スズキ科 TLm  MOR 4 D C 1)-2002 Cr(NO3)2 

 ○  15,140 
300 

-310 
Cyprinus carpio コイ LC50  MOR 4 B C 1)-18750 

CrCl3 

･6H2O 

 ○  16,000 55 Roccus americanus スズキ科 TLm  MOR 2 D C 1)-2002 Cr(NO3)2 

 ○  16,300 55 Anguilla rostrata アメリカウナギ TLm  MOR 2 D C 1)-2002 Cr(NO3)2 

 ○  18,400 55 Cyprinus carpio コイ TLm  MOR 2 D C 1)-2002 Cr(NO3)2 

 ○  38,700 20 
Lepomis 

macrochirus 
ブルーギル TLm  MOR 

2 

(止水式) 
B B 1)-2033 CrK(SO4)2

･12H2O 

その他 ○  139 3 
Spirostomum 

ambiguum 

スピロストマム

科 
LC50  MOR 2 B B 1)-18997 Cr(NO3)2 

 ○  2,000 不 明 Perna perna ミドリイガイ属 EC50  FIRT 1時間 B B 1)-14364 CrCl3 

  ○ 2,600 
海 水 

塩分16 
Zostera marina アマモ NOEC  GRO 5 C C 1)-11782 CrCl3 

 ○  8,400 50 Amnicola sp. 
ヌマツボ属 

（成体） 
TLm  MOR 4 D C 1)-2020 

化合物 

不明 

 ○  9,300 50 Nais sp. ミズミミズ科 TLm  MOR 4 D C 1)-2020 
化合物 

不明 

 ○  11,000 50 Chironomus sp. ユスリカ属 TLm  MOR 4 D C 1)-2020 
化合物 

不明 

 ○  12,400 50 Amnicola sp. ヌマツボ属（胚） TLm  MOR 4 D C 1)-2020 
化合物 

不明 

毒性値（太字）：PNEC 導出の際に参照した知見として本文で言及したもの 

毒性値（太字下線）： PNEC 導出の根拠として採用されたもの 

試験の信頼性：本初期評価における信頼性ランク 
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A：試験は信頼できる、B：試験は条件付きで信頼できる、C：試験の信頼性は低い、D：信頼性の判定不可 

E：信頼性は低くないと考えられるが、原著にあたって確認したものではない 

採用の可能性：PNEC 導出への採用の可能性ランク 

A：毒性値は採用できる、B：毒性値は条件付きで採用できる、C：毒性値は採用できない 

エンドポイント 

EC16 (16% Effective Concentration) : 16%影響濃度、EC50 (Median Effective Concentration) : 半数影響濃度、 

LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度、NOEC (No Observed Effect Concentration) : 無影響濃度、 

TLm (Median Tolerance Limit) : 半数生存限界濃度 

影響内容 

FIRT (Filtration) : ろ過量、GRO (Growth) : 生長（植物）、IMM (Immobilization) : 遊泳阻害、MOR (Mortality) : 死亡、 

POP (Population Changes) : 個体群の変化、REP (Reproduction) : 繁殖、再生産 

 

*1 文献中の表より読み取った値 

*2 化合物当りの毒性値（文献中記載の通り） 

 

 

評価の結果、採用可能とされた知見のうち、生物群ごとに急性毒性値及び慢性毒性値のそれ

ぞれについて最も小さい毒性値を予測無影響濃度(PNEC)導出のために採用した。その知見の概

要は以下のとおりである。 

 

1） 藻類 

Call ら 1)-3690は、若干改変した米国 EPA の試験方法(EPA-600/9-78-018, 1978) に準拠し、緑藻

類 Pseudokirchneriella subcapitata（旧名 Selenastrum capricornutum）の生長阻害試験を実施した。

試験には三塩化クロム(6 水和物)が使用され、設定試験濃度区は対照区及び 7 濃度区であった。

被験物質の初期実測濃度（対照区は除く）は 9.4、20.0、33.8、66.5、167、310、1,000µg Cr/L で

あった。初期実測濃度に基づく 96 時間半数影響濃度(EC50)は 397µg Cr/L であった。 

 

2） 甲殻類 

Vareille-Morel と Chaisemartin
1)-15732は、ザリガニ科 Austropotamobius pallipes の急性毒性試験を

実施した。試験は半止水式(48 時間換水) で行われ、三塩化クロム(6 水和物)が使用された。設

定試験濃度は 0.1、0.5、1.5、3.0、5.0、10mg Cr/L（公比 1.6～5）であり、試験用水の硬度は

25mg/L(CaCO3換算) であった。Gartempe 地区由来の m サイズ(555mg) の個体について、試験温

度 22℃における 96 時間半数致死濃度(LC50)は、設定濃度に基づき 390µg Cr/L であった。 

また、Chapman ら 1)-3621はオオミジンコ Daphnia magna の慢性毒性試験を実施した。試験は半

止水式（週 3 回換水）で行われ、硝酸クロム(9 水和物)が用いられた。試験用水には硬度調整し

た地下水が使用され、試験溶液の硬度は 52mg/L(CaCO3換算)であった。繁殖阻害に関する 21 日

間無影響濃度(NOEC)は、初期実測濃度に基づき 47µg Cr/L とした。 

 

3） 魚類 

Pickering と Henderson
1)-2033 は、米国 APHA の試験方法(1960)に準拠し、グッピーPoecilia 

reticulata（＝Lebistes reticulatus）の急性毒性試験を実施した。試験は止水式で行われ、硫酸クロ

ムカリウム(12 水和物)が用いられた。設定試験濃度区は対照区及び 5 濃度区（対数級数的）で

あり、試験用水には石灰岩湧水と脱塩蒸留水を混合した軟水（硬度 20mg/L）が用いられた。設

定濃度（初期添加量）に基づく 48 時間半数生存限界濃度(TLm)は、3,850µg Cr/L であった。 

また、Stevens と Chapman
1)-10524はニジマス Onchorynchus mykiss（＝Salmo gairdneri）の受精卵

を用いて、魚類初期生活段階毒性試験を行った。試験は流水式（約 25 分で 50％換水）で行われ、
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硝酸クロム(9 水和物)が用いられた。設定試験濃度区は対照区及び 10 濃度区(6～5,000µg/L)であ

り、平均実測濃度（対照区は除く）は<5、9、13、19、30、48、89、157、271、495µg Cr/L であ

った。試験溶液の硬度は対照区で 25.0mg/L であった。死亡に関する 72 日間無影響濃度(NOEC)

は、実測濃度に基づき 48µg Cr/L であった。 

 

4） その他 

Nalecz-Jawecki と Sawicki
1)-18997はスピロストマム科 Spirostomum ambiguum の急性毒性試験を

実施した。試験には硝酸クロムが用いられ、設定試験濃度区は対照区及び 5 濃度区（公比 1.8）

であった。試験用水には 64 倍希釈タイロード液（硬度 2.8mg/L、CaCO3換算）が用いられた。

48 時間半数致死濃度(LC50)は、設定濃度に基づき 139µg Cr/L であった。 

 

 

（2）予測無影響濃度(PNEC)の設定 

急性毒性及び慢性毒性のそれぞれについて、上記本文で示した毒性値に情報量に応じたアセ

スメント係数を適用し予測無影響濃度(PNEC)を求めた。 
 

急性毒性値 

藻類 Pseudokirchneriella subcapitata 生長阻害；96 時間 EC50 397µg Cr/L 

甲殻類 Austropotamobius pallipes 96 時間 LC50  390µg Cr/L 

魚類 Poecilia reticulata 48 時間 TLm  3,850µg Cr/L 

その他 Spirostomum ambiguum 48 時間 LC50  139µg Cr/L 

アセスメント係数：100［3 生物群（藻類、甲殻類、魚類）及びその他の生物について信頼で

 きる知見が得られたため］ 

 これらの毒性値のうちその他の生物を除いた最も小さい値（甲殻類の 390µg Cr/L）をアセス

メント係数 100 で除することにより、急性毒性値に基づく PNEC 値 3.9µg Cr/L が得られた。な

お、その他生物を採用した場合、急性毒性値に基づく PNEC の参考値は 1.4µg Cr/L となる。 

 

慢性毒性値 

甲殻類 Daphnia magna 繁殖阻害；21 日間 NOEC   47µg Cr/L 

魚類 Oncorhynchus mykiss 死亡；72 日間 NOEC 48µg Cr/L  

アセスメント係数：100［2 生物群（甲殻類及び魚類）の信頼できる知見が得られたため］ 

 2 つの毒性値の小さい方の値（甲殻類の 47µgCr/L）をアセスメント係数 100 で除することに

より、慢性毒性値に基づく PNEC 値 0.47µg Cr/L が得られた。 

 

 本物質の PNEC としては甲殻類の慢性毒性値から得られた 0.47µg Cr/L を採用する。 
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（3）生態リスクの初期評価結果 

 

表 4.2 生態リスクの初期評価結果 

水 質 平均濃度 最大濃度(PEC) PNEC 
PEC/ 

PNEC 比 

公共用水域・淡水 1µg/L未満程度 (2001) 13µg/L程度 (2001) 
0.47 

µg Cr/L 

28 

公共用水域・海水 概ね10µg/L未満 (2001) 概ね10µg/L未満 (2001) < 21 

注：1）水質中濃度の（ ）内の数値は測定年度を示す  

   2）公共用水域･淡水は､河川河口域を含む 

 

詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

 

 

本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域で 1µg/L 未満程度、海水域で

は概ね 10µg/L 未満であった。安全側の評価値として設定された予測環境中濃度(PEC)は、淡水

域で 13µg/L 程度、海水域では概ね 10µg/L 未満であった。 

予測環境中濃度(PEC)と予測無影響濃度(PNEC)の比は、淡水域で 28、海水域で 21 未満となる

ため、詳細な評価を行う候補と考えられる。 
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